
傍
聴
を
希
望
さ
れ
る
方
は
市
庁
舎
3
階
の 

議
会
事
務
局
へ
お
い
で
く
だ
さ
い
。

議
会
事
務
局
へ
お
い
で
く
だ
さ
い
。 

議
会
事
務
局
へ
お
い
で
く
だ
さ
い
。 

本
会
議
・
委
員
会
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
放
映
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

（h
ttp
://w
w
w
.g
ikai-m

ach
id
a.jp
/

） 

（h
ttp
://w
w
w
.g
ikai-m

ach
id
a.jp
/

） 

（5） 平成２ 8年（２ ０１6年）７月３ ０日No.201 町田市議会だより

交
通
政
策
審
議
会

の
答
申
を
受
け
て

　

山
下
て
つ
や
（
公
明
党
）

　

�　

交
通
政
策
審
議
会
の
答
申

を
踏
ま
え
た
、
忠
生
地
域
の
ま
ち

づ
く
り
の
方
向
性
に
つ
い
て
、
今

後
、
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

に
位
置
づ
け
る
な
ど
、
具
体
化
を

図
る
べ
き
と
考
え
る
が
い
か
が
か
。

　

都
市
づ
く
り
部
長　

鉄
道
延
伸

の
取
り
組
み
と
連
動
し
な
が
ら
、

新
駅
周
辺
に
お
け
る
ま
ち
づ
く
り

を
検
討
し
、
将
来
の
土
地
利
用
の

姿
を
見
定
め
な
が
ら
、
必
要
な
都

市
計
画
制
度
を
活
用
し
て
い
く
こ

問

と
に
な
る
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

�　

学
童
保
育
ク
ラ
ブ
の
入
会

者
数
は
、
児
童
数
減
少
に
対
し
、

増
加
傾
向
に
あ
る
。
保
育
ス
ペ
ー

ス
の
確
保
な
ど
事
業
の
方
向
性
は
。

　

�
橋
副
市
長　

方
針
と
し
て
は
、

学
校
内
の
活
用
を
優
先
し
、
余
裕

が
な
い
場
合
に
は
、
近
隣
地
に
分

室
な
ど
を
整
備
し
て
い
き
ま
す
。

　

子
ど
も
生
活
部
長　

民
間
施
設

の
活
用
な
ど
も
含
め
て
、
柔
軟
に

対
応
す
る
こ
と
を
検
討
す
る
必
要

が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

問

　

白
川
哲
也
（
保
守
連
合
）

　

�　

今
年
度
は
中
期
の
実
行
計

画
で
あ
る
町
田
市
新
５
ヵ
年
計
画

の
最
終
年
と
な
る
が
、
こ
れ
ま
で

の
取
り
組
み
状
況
と
次
期
５
ヵ
年

計
画
の
考
え
方
に
つ
い
て
問
う
。

　

市
長　

重
点
、
行
政
経
営
改
革

プ
ラ
ン
と
も
約
７
割
が
計
画
ど
お

り
に
進
ん
で
お
り
ま
す
。
現
行
計

画
策
定
以
降
の
大
き
な
環
境
変
化

で
あ
る
人
口
減
少
社
会
に
挑
戦
す

る
上
で
の
課
題
を
明
ら
か
に
し
、

課
題
解
決
に
資
す
る
事
業
に
重
点

問

化
し
た
も
の
と
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

�　

次
期
５
ヵ
年
を
策
定
す
る

前
提
と
し
て
、
町
田
市
を
ど
う
し

て
い
き
た
い
と
い
う
考
え
の
も
と
、

市
政
運
営
を
進
め
て
い
く
の
か
。

　

市
長　

今
後
の
取
り
組
み
を
進

め
て
い
く
上
で
、
こ
れ
ま
で
引
き

継
い
で
き
た
資
産
と
い
う
か
、
町

田
市
に
あ
る
資
源
の
可
能
性
を
さ

ら
に
広
げ
て
い
く
、
そ
し
て
未
来

に
つ
な
げ
て
い
く
、
そ
こ
が
課
題

を
解
決
す
る
処
方
箋
で
は
な
い
か

な
と
い
う
ふ
う
に
思
い
ま
す
。

問

町
田
市
新
５
ヵ
年

計

画

に

つ

い

て

　

市
川
勝
斗
（
自
由
民
主
党
）

　

�　

こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
の

成
果
は
。

　

�
橋
副
市
長　
　

年
に
は
人
口

０４

１
万
人
当
た
り
の
刑
法
犯
認
知
件

数
が
２
１
０
件
で
、
多
摩　

市
で

２６

は
少
な
い
ほ
う
か
ら　

番
目
、　

１９

１５

年
に
は　

件
で
少
な
い
ほ
う
か
ら

７９

９
番
目
ま
で
上
昇
し
て
い
ま
す
。

　

�　

街
づ
く
り
に
対
す
る
理
事

者
の
感
想
は
。

　

�
橋
副
市
長　

安
全
安
心
と
い

う
の
は
最
低
必
要
条
件
で
、
そ
れ

問問

以
上
に
、
町
田
の
街
の
よ
さ
を
い

か
に
外
に
発
信
し
て
い
く
か
と
い

う
の
が
１
つ
大
き
な
も
の
に
な
っ

て
く
る
の
で
は
と
思
い
ま
す
。

　

�　

町
田
市
公
共
施
設
等
総
合

管
理
計
画
に
つ
い
て
、
国
の
方
針

を
受
け
て
、
ど
う
対
応
す
る
の
か
。

　

政
策
経
営
部
長　

官
民
連
携
を

積
極
的
に
取
り
入
れ
て
い
く
た
め

に
、
公
共
施
設
整
備
に
当
た
っ
て

の
官
民
連
携
導
入
の
適
否
を
評
価

す
る
仕
組
み
を
、　

年
度
内
に
構

１６

築
を
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

問

安
全
安
心
な
街
づ

く

り

に

向

け

て

町
田
市
交
通
政
策

町
田
市
交
通
政
策

特
別
委
員
会
を
開
催

特
別
委
員
会
を
開
催

　

町
田
市
交
通
政
策
特
別
委
員
会

は
、
６
月　

日
の
本
会
議
に
お
い

２４

て
調
査
報
告
を
行
い
、
調
査
報
告

書
の
と
お
り
全
員
一
致
を
も
っ
て

可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

【
調
査
の
目
的
・
経
過
】

　

本
委
員
会
は
、
多
様
な
都
市
機

能
を
支
え
る
基
幹
交
通
機
能
の
強

化
の
た
め
、
平
成　

年
６
月
３
日

２６

に
設
置
さ
れ
た
も
の
で
す
。
以
降
、

　

回
の
委
員
会
を
開
催
し
、
調
査
、

１０検
討
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。

　

【
調
査
の
結
果
】

　

平
成　

年
６
月　

日
の
委
員
会

２８

１７

に
お
い
て
、
議
論
の
末
、
付
議
事

件
①
小
田
急
多
摩
線
延
伸
に
関
す

る
事
項
②
多
摩
都
市
モ
ノ
レ
ー
ル

町
田
方
面
延
伸
に
関
す
る
事
項
③

バ
ス
路
線
網
再
編
に
関
す
る
事
項

④
そ
の
他
交
通
政
策
に
関
す
る
事

項
に
つ
い
て
、　

項
目
の
意
見
を

１１

全
員
一
致
で
決
定
し
ま
し
た
。

　

総
括
的
な
と
こ
ろ
と
し
て
は
、

「
引
き
続
き
、
市
は
町
田
市
民
に

と
っ
て
の
移
動
利
便
性
向
上
は
も

と
よ
り
、
既
存
路
線
の
延
伸
や
新

規
バ
ス
路
線
の
導
入
が
、
戦
略
的

な
ま
ち
づ
く
り
の
観
点
に
お
い
て

も
、
そ
の
効
果
が
最
大
化
さ
れ
る

よ
う
、
引
き
続
き
交
通
政
策
に
対

し
、
意
欲
的
に
対
応
さ
れ
た
い
。」

と
い
う
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

ど
町
田
市
議
会
は
、
６
年
連
続
東

京
都
内
１
位
、
全
国
で
は
９
位
に

ラ
ン
キ
ン
グ
さ
れ
ま
し
た
。

　

研
究
所
の
報
告
書
に
よ
る
と
、

全
国
１
４
６
０
議
会
に
お
い
て
、

　

項
目
の
調
査
を
行
い
そ
の
結
果
、

７７情
報
共
有
度　

位
、
住
民
参
加
度

１９

３
位
、
議
会
機
能
強
化
度　

位
と

５７

な
り
、
総
合
で
９
位
に
ラ
ン
キ
ン

グ
さ
れ
ま
し
た
。

　

町
田
市
議
会
は
次
の
議
会
改
革

を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

①
本
会
議
・
委
員
会
の
様
子
を
、

ネ
ッ
ト
に
よ
り
生
中
継
と
録
画
の

両
方
で
放
映
す
る
。

②
全
議
員
の
個
別
の
賛
成
・
反
対

の
意
思
表
示
を
、
ネ
ッ
ト
の
生
中

継
と
録
画
の
両
方
で
公
開
す
る
こ

と
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
翌
日
に

は
見
や
す
い
一
覧
表
も
ネ
ッ
ト
で

公
開
す
る
。

③
会
議
の
日
程
や
会
議
で
議
論
さ

れ
る
市
長
提
出
等
の
議
案
や
請
願

本
文
を
、
会
議
の
２
日
前
ま
で
に

ネ
ッ
ト
で
公
開
す
る
。

　

そ
の
ほ
か
に
も
、
請
願
者
本
人

が
、
参
考
人
と
し
て
委
員
会
で
発

言
で
き
、
そ
の
発
言
は
委
員
会
記

録
と
し
て
永
久
保
存
と
な
る
こ
と
、

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
の
議
会
中
継

視
聴
の
開
始
、
政
務
活
動
費
の
収

支
報
告
書
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で

公
開
等
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　

町
田
市
議
会
で
は
、
広
報
・
広

聴
手
段
と
し
て
、議
会
広
報
紙（
議

会
だ
よ
り
）
と
市
議
会
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
の
２
つ
が
あ
り
ま
す
。
比
較

的　

歳
代
以
上
の
市
民
を
中
心
に

４０
読
ま
れ
て
い
る
議
会
広
報
紙
（
議

会
だ
よ
り
）
は
、
市
議
会
を
知
る

手
段
と
し
て
は
、
全
体
の　

％
に

４０

し
か
活
用
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、

今
後
改
善
を
行
い
、
よ
り
活
用
し

て
も
ら
え
る
よ
う
頑
張
っ
て
い
き

ま
す
。
ま
た
、
市
議
会
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
は
、
市
議
会
を
知
る
手
段
と

し
て
は
、
全
体
の
５
％
に
も
満
た

な
い
数
字
と
な
っ
て
い
ま
す
。
今

後　

歳
代
以
下
の
市
民
を
中
心
に

３０
改
善
を
図
り
、
少
し
で
も
数
字
が

伸
び
る
よ
う
頑
張
っ
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

　

町
田
市
議
会
で
は
、
開
か
れ
た

議
会
を
目
指
し
、
今
、
市
議
会
で

市
政
の
ど
の
よ
う
な
内
容
を
問
題

と
し
、
何
を
検
討
し
て
い
る
の
か
、

ど
の
よ
う
な
解
決
策
を
市
議
会
及

び
市
は
考
え
て
い
る
の
か
を
市
民

に
知
っ
て
も
ら
い
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。
同
時
に
こ
れ
か
ら
も
、

市
民
の
方
と
よ
り
多
く
の
話
し
合

い
の
場
を
設
定
し
、
市
民
の
意
見

を
市
政
に
反
映
さ
せ
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

個
別
の
付
議
事
件
の
う
ち
延
伸
に

関
し
て
は
、
「
市
の
発
展
に
貢
献

で
き
る
よ
う
着
実
に
事
業
を
進
め

ら
れ
た
い
。
ま
た
、
答
申
内
容
を

幅
広
く
市
民
に
周
知
し
、
気
運
醸

成
に
さ
ら
に
努
め
ら
れ
た
い
。
」

な
ど
の
意
見
が
、
ま
た
、
バ
ス
路

線
網
再
編
に
関
し
て
は
、
「
公
共

交
通
手
段
の
空
白
地
区
の
解
消
に

あ
ら
ゆ
る
手
段
を
講
じ
、
早
期
に

進
め
ら
れ
た
い
。
」
な
ど
の
意
見

が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
調
査
報
告
書
に
つ
い
て

は
、
市
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲

載
し
て
い
ま
す
の
で
、
ご
覧
く
だ

さ
い
。

　

特
別
委
員
会
が
開
催
さ
れ
、
付

議
事
件
に
関
す
る
調
査
、
検
討
が

次
の
と
お
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

【
6
月
3
日
開
催
】

　

１.

今
後
の
交
通
政
策
の
進
め

方
に
つ
い
て

　

【
6
月　

日
開
催
】

17

　

１.

委
員
会
調
査
報
告
書
に
付

記
す
る
意
見
に
つ
い
て

町
田
市
交
通
政
策

町
田
市
交
通
政
策

特
別
委
員
会

特
別
委
員
会

調
査
結
果
報
告

調
査
結
果
報
告

　

早
稲
田
大
学
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
研

究
所
が
、
全
国
の
都
道
府
県
及
び

市
区
町
村
の
議
会
を
対
象
に
行
っ

た
議
会
改
革
度
調
査
で
、
こ
の
ほ

開
か
れ
た
議
会
を
目
指
し

開
か
れ
た
議
会
を
目
指
し
、、

全
国
９
位

全
国
９
位

（（
議
会
改
革
度
調
査

議
会
改
革
度
調
査
））

　

町
田
市
議
会
で
は
省
エ
ネ
ル
ギ

ー
対
策
と
し
て
、
５
月
１
日
か
ら

　

月
４
日
ま
で
軽
装
で
議
会
運
営

１０を
進
め
て
お
り
ま
す
。
ご
理
解
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　市議会は３月、６月、９月、
１２月に定例会を開いています。
どなたでも本会議や常任委員会
を傍聴することができます。
　次回９月定例会の日程は１面
をご覧ください。

市議会を傍聴しませんか市議会を傍聴しませんか

議
会
で
の
夏
期

軽
装
に
つ
い
て

議 員 提 出 議 案

決議１件、意見書３件を可決し、議長名で関係行政庁へ提出
しました。要旨は次のとおりです。

　

舛
添
都
知
事
は
、
高
額
な
海
外

出
張
費
用
や
公
用
車
の
私
的
利
用
、

政
治
資
金
の
不
正
使
用
疑
惑
な
ど

都
民
に
多
大
な
迷
惑
や
ぬ
ぐ
い
き

れ
な
い
不
信
を
与
え
て
い
る
。
定

例
記
者
会
見
で
言
及
を
し
た
も
の

の
、
終
始
「
第
三
者
に
よ
る
調
査

を
行
う
」
と
し
、
説
明
を
後
回
し

に
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
６
月
１

日
の
所
信
演
説
を
聞
い
て
も
説
明

責
任
が
果
た
せ
た
と
は
到
底
言
え

な
い
。
よ
っ
て
、
町
田
市
議
会
は
、

舛
添
都
知
事
に
対
し
、
こ
れ
ま
で

の
世
論
を
真
摯
に
受
け
止
め
深
く

反
省
し
、
説
明
責
任
を
都
民
が
納

得
で
き
る
よ
う
に
努
め
、
高
額
な

海
外
出
張
費
用
や
公
用
車
の
私
的

利
用
、
政
治
資
金
の
不
正
使
用
疑

惑
な
ど
徹
底
究
明
を
求
め
る
。

　

以
上
、
決
議
す
る
。

決議・意見書（要旨）決議・意見書（要旨）

舛
添
都
知
事
の
政
治
資
金
の

不
正
使
用
疑
惑
な
ど
徹
底
究

明
を
求
め
る
決
議

復
興
大
臣
ほ
か
６
件
宛
て

　

政
府
の
原
子
力
災
害
対
策
本
部

が
昨
年
６
月
、
避
難
指
示
区
域
指

定
の
解
除
・
区
域
外
避
難
者
の
住

宅
支
援
の
２
０
１
７
年
３
月
打
切

り
、
精
神
的
賠
償
の
２
０
１
８
年

３
月
打
切
り
と
い
う
、
原
発
事
故

被
災
者
に
打
撃
を
与
え
る
方
針
を

打
ち
出
し
た
こ
と
に
対
し
、
次
の

点
を
求
め
る
。

１　

原
発
事
故
に
よ
る
避
難
者
向

け
の
公
営
住
宅
や
民
間
賃
貸
な
ど

の
無
償
住
宅
支
援
の
延
長

２　

各
自
治
体
の
公
営
住
宅
の
空

き
家
募
集
の
際
に
優
先
入
居
制
度

を
拡
大
す
る
な
ど
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
住
ま
い
の
確
保
へ
の
支
援

３　
『
原
発
事
故
子
ど
も
・
被
災 

者
支
援
法
』に
基
づ
く
抜
本
的
・ 

継
続
的
な
住
宅
支
援
制
度
の
確
立

内
閣
総
理
大
臣
ほ
か
９
件
宛
て

　

食
は
世
界
中
の
人
々
に
と
っ
て

大
事
な
限
り
あ
る
資
源
で
あ
る
。

世
界
で
は
全
人
類
が
生
き
る
の
に

十
分
な
量
の
食
べ
物
が
生
産
さ
れ

て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の

３
分
の
１
は
無
駄
に
捨
て
ら
れ
て

い
る
。
中
で
も
、
も
っ
た
い
な
い

の
は
、
ま
だ
食
べ
ら
れ
る
状
態
な

の
に
捨
て
ら
れ
て
し
ま
う
食
品
ロ

ス
だ
。
削
減
に
は
、
事
業
者
に
よ

る
取
り
組
み
と
と
も
に
、
国
民
の

食
品
ロ
ス
に
対
す
る
意
識
啓
発
も

問
わ
れ
て
く
る
。

　

よ
っ
て
、
町
田
市
議
会
は
、
政

府
に
対
し
、
国
、
地
方
公
共
団
体
、

国
民
及
び
事
業
者
が
一
体
と
な
っ

て
食
品
ロ
ス
削
減
に
向
け
て
の
取

り
組
み
を
進
め
る
た
め
、
早
急
に

取
り
組
む
こ
と
を
強
く
求
め
る
も

の
で
あ
る
。

内
閣
総
理
大
臣
ほ
か
４
件
宛
て

　

平
成　

年
６
月　

日
閣
議
決
定

２７

３０

さ
れ
た
「
骨
太
の
方
針
」
の
中
で
、

次
期
介
護
保
険
制
度
改
正
に
向
け

て
、
軽
度
者
に
対
す
る
福
祉
用
具

貸
与
等
の
給
付
の
見
直
し
を
検
討

す
る
こ
と
が
盛
り
込
ま
れ
ま
し
た
。

仮
に
軽
度
者
の
原
則
自
己
負
担
に

な
れ
ば
、
低
所
得
世
帯
等
弱
者
の

切
り
捨
て
に
な
り
か
ね
な
い
。

　

よ
っ
て
、
町
田
市
議
会
は
、
国

に
対
し
、
次
期
介
護
保
険
制
度
改

正
に
お
け
る
福
祉
用
具
、
住
宅
改

修
の
見
直
し
は
、
高
齢
者
の
自
立

を
支
援
し
、
介
護
の
重
度
化
を
防

ぐ
と
い
っ
た
介
護
保
険
の
理
念
に

沿
っ
て
介
護
が
必
要
な
方
の
生
活

を
支
え
る
観
点
か
ら
検
討
を
行
う

こ
と
を
強
く
求
め
る
も
の
で
あ
る
。

原
発
事
故
避
難
者
へ
の
住
宅

支
援
の
継
続
を
求
め
る
意
見

書

食
品
ロ
ス
削
減
に
向
け
て
の

取
り
組
み
を
進
め
る
意
見
書

次
期
介
護
保
険
制
度
改
正
に

お
け
る
福
祉
用
具
、
住
宅
改

修
の
見
直
し
に
関
す
る
意
見

書


